
証券コード　3934
2023年６月６日

株　主　各　位
大阪市中央区道修町一丁目５番18号

株式会社ベネフィットジャパン
代表取締役社長 佐 久 間 　 寛

第27回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第27回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげます。
　本定時株主総会の株主総会参考書類等（議決権行使書用紙を除く）の内容である情報（電子提供措

置事項）は、電子提供措置をとっておりますので、以下の当社ウェブサイトにアクセスのうえ、ご確

認くださいますようお願い申しあげます。

　当社ウェブサイト　https://www.benefitjapan.co.jp/

　電子提供措置事項は、東京証券取引所（東証）のウェブサイトでも電子提供措置をとっておりま

す。以下の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアクセスのうえ、「銘柄名（会社

名）」に「ベネフィットジャパン」または「コード」に「3934」（半角）を入力・検索し、「基本情

報」、「縦覧書類/PR情報」の順に選択して、ご確認いただけます。

　東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）

　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

また、当日ご出席されない場合はインターネット等または書面により事前の議決権行使をすること

ができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ以下のいずれかの方法によって議決

権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
　[インターネット等による議決権行使の場合]
　当社指定の議決権行使ウェブサイト（https://www.web54.net）にアクセスしていただき、画面

の案内にしたがって、2023年６月26日（月曜日）午後６時までに、議案に対する賛否をご入力くださ

い。
　[書面による議決権行使の場合]
　同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2023年６月26日（月曜日）午後６
時までに到着するようご返送ください。
　なお、インターネット等による議決権行使に際しましては、3頁の「インターネット等による議決
権行使のご案内」をご確認くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
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１．日 時 2023年６月27日（火曜日）午前10時
２．場 所 大阪市中央区北浜１丁目８番16号

大阪証券取引所ビル３Ｆ　北浜フォーラム　Ｂ・Ｃ室
３．目 的 事 項

報 告 事 項 １. 第27期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、連結計算書類並
びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

２. 第27期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役２名選任の件

４．議決権行使についてのご案内
（1）議決権行使書面において、各議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の意思

表示をされたものとしてお取扱いいたします。
（2）議決権行使書とインターネット等により重複して議決権を行使された場合は、到

着日時を問わず、インターネット等による議決権行使を有効なものとしてお取扱
いいたします。

（3）インターネット等により複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われた議
決権行使を有効なものとしてお取扱いいたします。

記

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申しあげます。
　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、その旨、修正前の事項及び修正後の事項をインターネッ
ト上の当社ウェブサイトおよび東証ウェブサイトに掲載させていただきます。
　当社は、電子提供措置事項のうち、連結計算書類の連結注記表及び計算書類の個別注記表として表
示すべき事項につきましては、法令及び当社定款第17条の規定に基づき、書面交付請求をいただいた
株主様に対して交付する書面には記載しておりません。なお、会計監査人及び監査等委員会が監査し
た連結計算書類及び計算書類には、上記の連結注記表及び個別注記表も含まれております。
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インターネット等による議決権行使のご案内

　インターネット等により議決権を行使される場合は、あらかじめ次の事項をご了承いただきますよ
うお願い申しあげます。

１. 議決権行使ウェブサイトについて
　インターネットによる議決権行使は、当社の指定する以下の議決権行使ウェブサイトをご利用いた
だくことによってのみ可能です。

議決権行使ウェブサイトアドレス　https://www.web54.net

２. 議決権行使の方法について
（１）パソコンをご利用の方

　上記アドレスにアクセスいただき、同封の議決権行使書用紙に記載された「議決権行使コー
ド」及び「パスワード」をご利用になり、画面の案内にしたがって議案に対する賛否をご入力く
ださい。

（２）スマートフォンをご利用の方

同封の議決権行使書用紙に記載された「スマートフォン用議決権行使ウェブサイトログインQR

コード」（QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です）を読み取りいただくことによ

り、「議決権行使コード」及び「パスワード」が入力不要のスマートフォン用議決権行使ウェブ

サイトから議決権を行使できます。

　なお、一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合には、再度QRコードを読み取り、
議決権行使書用紙に記載の「議決権行使コード」及び「パスワード」を入力いただく必要があり
ます。

３. 議決権行使のお取扱いについて
（１）議決権の行使期限は、2023年６月26日（月曜日）午後６時までとなっておりますので、お早め

の行使をお願いいたします。
（２）インターネット等と書面により、重複して議決権を行使された場合は、到着日時を問わずイン

ターネット等によるものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。また、インターネッ
ト等によって複数回数議決権を行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使と
してお取扱いいたします。

（３）議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際のプロバイダ及び通信事業者の料金（接続料金
等）は、株主様のご負担となります。

（４）パソコンのインターネットのご利用環境等によっては、議決権行使ウェブサイトがご利用でき
ない場合があります。

４. パスワード及び議決権行使コードのお取扱いについて
（１）パスワードは、行使される方が株主様ご本人であることを確認するための重要な情報です。印

鑑や暗証番号同様、大切にお取扱いください。
（２）パスワードは一定回数以上間違えると使用できなくなります。パスワードの再発行をご希望の

場合は、画面の案内にしたがってお手続きください。
（３）議決権行使書に記載されている議決権行使コードは、本総会に限り有効です。
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５．議決権電子行使プラットフォームのご利用について（機関投資家の皆様へ）
　　機関投資家の皆様に関しましては、本総会につき、株式会社ＩＣＪの運営する「議決権電子行使
　　プラットフォーム」から電磁的方法による議決権行使を行っていただくことも可能です。

６. パソコン等の操作方法に関するお問い合わせ先について
（１）本サイトで議決権行使に関するパソコン等の操作方法がご不明な場合は、下記にお問い合わせ

ください。
三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート　専用ダイヤル
[電話]　0120（652）031（受付時間　9：00～21：00）

（２）その他のご照会は、以下の問い合わせ先にお願いいたします。
ア. 証券会社に口座をお持ちの株主様

証券会社に口座をお持ちの株主様は、お取引の証券会社あてにお問い合わせください。
イ. 証券会社に口座のない株主様（特別口座の株主様）

三井住友信託銀行　証券代行部
[電話]　0120（782）031（受付時間　9：00～17：00　土日休日を除く）
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( 2022年４月１日から
2023年３月31日まで )

事　 業　 報　 告

１. 企業集団の現況

(1) 当事業年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の行動規制が緩和された

ものの、ウクライナ情勢の長期化に伴う原材料価格の高騰、円安の進行など、依然として先行

き不透明な状況が継続しております。

このような状況の中、当社グループは、契約回線数前年同月比13.3％増によるストック収入

の増加やロボット事業における新規獲得件数増により増収となりました。しかし、ロボット事

業において販売人員及び販売促進費を増加させ事業拡大を図ったものの想定した新規獲得件数

に届かなかったこと、量販事業部の立ち上げに伴う先行投資費用が発生したこと、新型コロナ

ウイルス感染症に伴う行動規制が緩和されたことで大手通信キャリアや他企業による各種イベ

ントが多数行われ、優良店舗の確保が難しかった等の要因で減益となりました。また、一部代

理店の信用状態の悪化に伴い当社債権の回収見通しが不透明となったことから、現時点で認識

される債権の全額に対して貸倒引当金を計上しました。

その結果、当連結会計年度の経営成績は売上高12,557,139千円（前年同期比8.6％増）、営

業利益1,023,777千円（同32.1％減）、経常利益1,019,673千円（同33.5％減）、親会社株主に

帰属する当期純利益560,627千円（同46.6％減）となりました。

（モバイルＷｉ-Ｆｉ事業）

モバイルＷｉ-Ｆｉ事業は、「ＯＮＬＹＭｏｂｉｌｅ」、「Ｏｎｌｙ Ｃｕｓｔｏｍｉｚｅ 

Ｐｌａｎ」（注１）、モバイルＷｉ-Ｆｉのレンタル事業（ＮＥＴＡＧＥ）やＭＶＮＥ（注

２）事業を総称したサービスで、また、それらの付帯サービスとして、インターネットオプシ

ョンサービスやコンテンツ等の「ＯＮＬＹＯＰＴＩＯＮ」の提供を行っております。

コミュニケーションセールスにおいて、新型コロナウイルス感染症に伴う行動規制が緩和さ

れたことで大手通信キャリアや他企業による各種イベントが多数行われ、優良店舗の確保が難

しかったことから遠方店舗や大型店舗を中心に稼働し販売コスト増となりましたが、新規獲得

件数は前年同期と同水準で推移しております。代理店に関しては、大口代理店の販売縮小に伴

い新規獲得件数が減少しているものの、ＭＶＮＥとして提供した外国人労働者、留学生対象の

プリペイドＳＩＭの販売数が拡大し、ストック収入の増加に寄与しました。レンタルＷｉ-Ｆ

ｉにおいて、個人は旅行需要の回復に伴い引き続き堅調に推移しましたが、定期的に発生する

モバイルルーター端末の劣化に伴い、端末を購入したため減益要因になりました。
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その結果、売上高9,622,343千円（前年同期比5.2％増）、営業利益2,067,606千円（同0.1％

減）、モバイルＷｉ-Ｆｉ契約回線数212,900（前年同月比11.0％増）となりました。

（ロボット事業）

ロボット事業は、コミュニケーションロボットとＳＩＭカードをパッケージ化した「ＯＮＬ

ＹＲＯＢＯ」を販売し、その付帯サービスとして「安心保障サービス」や「ロボホンＰｒｉｍ

ｅ」等の「ＯＮＬＹＯＰＴＩＯＮ」の提供を行っております。また、コミュニケーションロボ

ットのプラットフォーマーを目指し、「新しい家族に出あえるお店」をコンセプトにしたロボ

ットショップ“Ｒｏｂｏｔ　Ｐｌａｎｅｔ（ロボットプラネット）”を全国で展開しておりま

す。

新規獲得件数は、人材を増強しＰＯＰ　ＵＰストアを拡大したこと、量販事業部において、

家電量販の株式会社エディオンでの当社の取り扱うコミュニケーションロボットの販売を開始

したこと、地方でのＣＭ施策による認知度向上やＷＥＢ予約の広告強化に伴う予約来店数増等

により増加しました。売上高については前年同期に比べ37.2％増加しましたが、販売人員、広

告費用等の販売促進費、遠方店舗及び大型店舗での稼働増加等により販売コストが大幅に増加

し、大きな減益要因になりました。なお、第３四半期連結会計期間以降において、販売人員及

び広告費用等の販売コストの適正化、優良店舗の確保などの施策を実施し、営業利益は改善傾

向にあります。

その結果、売上高2,671,802千円（前年同期比37.2％増）、営業損失668,426千円（前年同期

は営業損失269,898千円）、コミュニケーションロボット契約回線数22,900（前年同月比

39.7％増）となりました。
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2023年3月末 2022年3月末 前年同月比

契約回線数（回線） 235,900 208,200 13.3％増

モバイルＷｉ-Ｆｉ（※１） 212,900 191,800 11.0％増

コミュニケーションロボット 22,900 16,400 39.7％増

その他サービス利用者数（人）（※２） 85,400 80,700 5.8％増

以上のことから、当連結会計年度末におけるＯＮＬＹＳＥＲＶＩＣＥの会員数は以下の通り

となりました。

（※１）従来、短期契約のプリペイドも含め、当月のプリペイド販売数を回線数にカウントしていましたが、短期契約のプ

リペイドに関してはほかの契約回線と性質が異なるものと考え、今回からは残存する365日及び12か月以上のプリペ

イド契約の回線数のみ回線数にカウントしています。

（※２）その他サービス利用者数はＯＮＬＹＯＰＴＩＯＮ、天然水宅配、スマートホームサービスの合計になります。なお

通信サービスと同時にお申込されている顧客については契約回線数と重複でのカウントになっております。

（その他）
その他については、主に天然水宅配事業を行っており、ハウスベンダー事業は撤退しまし

た。天然水宅配事業につきましては、営業活動を縮小しているため保有顧客数が減少し、売上
高、営業利益とも減少いたしました。
その結果、売上高262,993千円（前年同期比44.6％減）、営業利益64,758千円（同37.7％

減）となりました。

（注１）「Ｏｎｌｙ Ｃｕｓｔｏｍｉｚｅ Ｐｌａｎ」とは、当社傘下代理店が企画したサービスや価格を反映し、代理店の
オリジナルブランドのサービスとして顧客に回線提供を行うプランであります。

（注２）ＭＶＮＥとは、大手キャリアより回線を借り受けて、ＭＶＮＯに回線を卸す事業者のことであります。
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セ グ メ ン ト 区 分

第 27 期
（2023年３月期）
（当連結会計年度）

金 額 構 成 比

モ バ イ ル Ｗ ｉ - Ｆ ｉ 事 業 9,622,343千円 76.6％

ロ ボ ッ ト 事 業 2,671,802 21.3

そ の 他 262,993 2.1

合 計 12,557,139 100.0

セグメント別売上高

② 設備投資の状況
該当事項はありません。

③ 資金調達の状況
当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行7行と総額2,300,000千円の当
座貸越契約を締結しており、当連結会計年度末における借入未実行残高は1,500,000千円で
あります。

④ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はありません。
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区 分
第 24 期

(2020年３月期)
第 25 期

(2021年３月期)
第 26 期

(2022年３月期)

第 27 期
(当連結会計年度)
(2023年３月期)

売 上 高(千円) 7,701,280 9,945,117 11,567,934 12,557,139

経 常 利 益(千円) 1,118,579 1,308,424 1,532,960 1,019,673

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

(千円) 749,025 912,451 1,049,457 560,627

１株当たり当期純利益 (円) 127.05 154.34 176.77 94.19

総 資 産(千円) 7,686,898 8,707,491 10,062,701 10,182,483

純 資 産(千円) 4,216,294 5,108,197 6,155,628 6,670,066

１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円) 714.70 863.16 1,034.96 1,119.03

区 分
第 24 期

(2020年３月期)
第 25 期

(2021年３月期)
第 26 期

(2022年３月期)

第 27 期
(当事業年度)
(2023年３月期)

売 上 高(千円) 6,982,715 8,319,576 9,585,422 10,416,186

経 常 利 益(千円) 1,055,041 1,038,458 1,388,279 877,449

当 期 純 利 益(千円) 747,694 780,674 1,080,740 529,287

１株当たり当期純利益 (円) 126.83 132.05 182.04 88.93

総 資 産(千円) 7,536,507 8,216,802 9,463,487 9,649,321

純 資 産(千円) 4,124,956 4,885,082 5,963,795 6,446,894

１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円) 699.22 825.46 1,002.70 1,081.59

(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

① 企業集団の財産及び損益の状況

（注）１. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数に基づき算出しております。
２. １株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。

② 当社の財産及び損益の状況

（注）１. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数に基づき算出しております。
２. １株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。
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会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社ライフスタイル
ウ ォ ー タ ー

90,000千円 100％ 天然水宅配販売

株式会社モバイル・プラ
ン ニ ン グ

105,000千円 100％ モバイルＷｉ－Ｆｉのレンタル事業

(3) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況

(4) 対処すべき課題

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の行動規制が緩和され、経済活動は

再開しているものの、ウクライナ情勢の長期化に伴う原材料価格の高騰、円安の進行等、依然と

して先行き不透明な状況が継続しております。

こうした状況の中、当社グループは2024年3月期より中期経営方針として「新たな成長に向

け、点モデルから面モデルへの転換」を定め事業拡大を目指してまいります。

インターネット通信サービス事業（※）については、使用状況に合わせた低価格階段制料金プ

ランの導入などモバイルＷｉ-Ｆｉの販売拡大や家電量販店及びパートナーの強化などによるス

トック収入増加を目指してまいります。また、インバウンド需要増などを見越しプリペイドＳＩ

М、レンタルＷｉ-Ｆｉなどの商品、サービスで大手販路を面として抑え、需要増に対応した安

定的なフロービジネスを強化してまいります。

ロボット事業については、ＡＩチャットボットの普及などにより自然なコミュニケーション手

段が確立されることでコミュニケーションロボット市場は徐々に拡大する見込であることが予測

されており、ウェブ広告、テレビＣＭやオーナー会の実施などで認知度と顧客満足度の向上を図

るとともに、販売の効率化やブランディングを強化し引き続きロボットプラットフォーマーを目

指してまいります。

（※）お客様にモバイルＷｉ-Ｆｉに限らずより幅広いインターネット通信サービスを提供しているため、

2024年3月期よりモバイルＷｉ-Ｆｉ事業の事業名称をインターネット通信サービス事業に変更いた

します。

また、長期ビジョンの実現に向けて、サステナビリティを巡る以下の重要課題に積極的に取組

むことにより、環境・社会の課題解決と事業成長を両立させ、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

の実現に貢献してまいります。
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・Ｅ（環境）

ペーパーレス化（オンライン化）の推進を通じて、森林破壊の抑制、地球温暖化の防止に貢

献します。

・Ｓ（社会）

①　健康と安全に配慮した職場づくりに取組み、多様なライフスタイルの実現を目指すことで

従業員の健康および福祉の増進を図ります。

②　様々な経験や価値観を持つ多様な人材が活躍できる体制を整備し、ダイバーシティ＆イン

クルージョンの推進に貢献します。

・Ｇ（ガバナンス）

ガバナンスの高度化を通じて、企業価値の最大化に注力します。

事 業 区 分 事 業 内 容

モ バ イ ル Ｗ ｉ - Ｆ ｉ 事 業
モバイルデータ通信サービス、インターネットオプションサービス及び
コンテンツの提供、モバイルＷｉ－Ｆｉのレンタル事業

ロ ボ ッ ト 事 業 コミュニケーションロボットの販売、通信サービスの提供

そ の 他 天然水宅配サービス

(5) 主要な事業内容（2023年３月31日現在）
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名 称 所 在 地

本 社 大阪府大阪市

東 京 事 業 所 東京都中央区

大 阪 事 業 所 大阪府大阪市

鹿 児 島 事 業 所 鹿児島県鹿児島市

名 称 所 在 地

株式会社ライフスタイルウォーター 大阪府大阪市

株式会社モバイル・プランニング 東京都中央区

(6) 主要な事業所（2023年３月31日現在）

① 当社

② 子会社

セ グ メ ン ト の 名 称 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

モ バ イ ル Ｗ ｉ - Ｆ ｉ 事 業 105（  6）名 12（▲2）名

ロ ボ ッ ト 事 業 108（  0） 8（  0）

そ の 他 0（  6） ▲2（  1）

全 社 （ 共 通 ） 85（ 49） 29（ 14）

合 計 298（ 61） 47（ 13）

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

275（49）名 46名増（12名増） 28.7歳 4.35年

(7) 使用人の状況（2023年３月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況

（注）１. 使用人数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループ

への出向者を含む。）であり、パート及び嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載してお

ります。

２. 全社（共通）として記載されている従業員数は、特定セグメントに区分できない管理部門に所属して

いるものであります。

② 当社の使用人の状況

（注）使用人数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、パー

ト及び嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。
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借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 586,514千円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 405,004

株 式 会 社 り そ な 銀 行 383,486

株 式 会 社 紀 陽 銀 行 370,000

株 式 会 社 南 都 銀 行 100,000

株 式 会 社 滋 賀 銀 行 100,000

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 50,000

株 式 会 社 関 西 み ら い 銀 行 50,000

(8) 主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。

① 発行可能株式総数 20,000,000株

② 発行済株式の総数 5,962,454株（うち自己株式1,894株）

③ 株主数 1,693名

２. 会社の現況

(1) 株式の状況（2023年３月31日現在）

（注）１.新株予約権の行使による新株発行に伴い、発行済株式の総数は11,700株増加しており

ます。

（注）２.子会社取締役に対して譲渡制限付株式報酬として2022年７月27日付で新株式2,615株を

発行したことに伴い、発行済株式の総数は2,615株増加しております。
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株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

佐 久 間 　 　 　 寛 1,409,187株 23.64％

有 限 会 社 サ ク マ ジ ャ パ ン 1,221,000 20.48

株 式 会 社 U H P a r t n e r s 2 641,100 10.75

光 通 信 株 式 会 社 594,800 9.97

株 式 会 社 U H P a r t n e r s 3 594,800 9.97

株 式 会 社 エ ス ア イ エ ル 594,800 9.97

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 95,100 1.59

吉 　 本 　 正 　 人 64,762 1.08

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 58,600 0.98

佐 久 間 　 範 子 45,000 0.75

④ 大株主の状況（上位10名）

（注）持株比率は自己株式（1,894株）を控除して計算しております。

⑤ 当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況

該当事項はございません。
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第 １ 回 新 株 予 約 権 第 ２ 回 新 株 予 約 権

発 行 決 議 日 2014年７月15日 2015年３月17日

新 株 予 約 権 の 数 6,050個 6,900個

新 株 予 約 権 の 目 的 と な る
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 18,150株
(新株予約権１個につき ３株)
　

普通株式 20,700株
(新株予約権１個につき ３株)
　

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額
新株予約権と引換えに払い込みは
要しない

新株予約権と引換えに払い込みは
要しない

新 株 予 約 権 の 行 使 に 際 し て
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり 600円
(１株当たり 200円)

　

新株予約権１個当たり 600円
(１株当たり 200円)

　

権 利 行 使 期 間
2016年７月23日から
2024年６月22日まで

2017年３月18日から
2025年３月16日まで

行 使 の 条 件 （注）２

役 員 の
保 有 状 況

取 締 役
（監査等委員及び社外
取締役を除く）

新株予約権の数 3,500個
目的となる株式数 10,500株
保有者数 １名
　

新株予約権の数 1,200個
目的となる株式数 3,600株
保有者数 ２名
　

社 外 取 締 役
（監査等委員を除く）

新株予約権の数 －個
目的となる株式数 －株
保有者数 －名
　

新株予約権の数 －個
目的となる株式数 －株
保有者数 －名
　

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

新株予約権の数 －個
目的となる株式数 －株
保有者数 －名
　

新株予約権の数 －個
目的となる株式数 －株
保有者数 －名
　

(2) 新株予約権等の状況

① 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予

約権の状況

（注）１. 2017年７月１日付で行った１株を３株とする株式分割により、「新株予約権の目的となる株式の種類
と数」及び「新株予約権の行使に際して出資される財産の価額」は調整されております。

２. 行使の条件は、以下のとおりであります。
(1)新株予約権者は権利行使時において、当社または当社の子会社の取締役、監査役もしくは従業員の

地位にあることを要す。ただし、取締役及び監査役が任期満了により退任した場合、または従業員
が定年により退職した場合にはこの限りではない。また、当社取締役会が正当な理由があると認め
た場合はこの限りではない。

(2)新株予約権の相続はこれを認めない。
(3)その他権利行使の条件は、本総会決議及び取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締

結する「新株予約権割当契約書」に定めるところによる。
(4)譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締役会の決議による承認を要するものとする。

② 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況

該当事項はありません。
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会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 佐 久 間 　 　 　 寛
株式会社ライフスタイルウォーター代表取締
役社長
株式会社モバイル・プランニング取締役

取 締 役 副 社 長 北 鳴 保 宏 ＣＲＭ本部長

常 務 取 締 役 吉 本 正 人
営業本部長兼東日本事業部長
株式会社モバイル・プランニング取締役

取 締 役 松 下 正 則
管理本部長兼総務部長
株式会社ライフスタイルウォーター取締役
株式会社モバイル・プランニング取締役

取 締 役 長 谷 川 　 直 　 文
営業本部西日本事業部長
株式会社ライフスタイルウォーター取締役

取締役（常勤監査等委員） 竹 井 一 茂
株式会社ライフスタイルウォーター監査役
株式会社モバイル・プランニング監査役

取締役（監査等委員） 平 野 惠 稔
弁護士法人大江橋法律事務所社員
株式会社パルグループホールディングス社外
監査役

取締役（監査等委員） 三 嶋 政 美
税理士法人ＣＲＯＳＳＲＯＡＤ　代表社員
株式会社ダイレクトマーケティングミックス　
社外取締役

(3) 会社役員の状況

① 取締役の状況（2023年３月31日現在）

（注）１. 取締役（常勤監査等委員）竹井一茂氏、取締役（監査等委員）平野惠稔氏及び三嶋政美氏は、社外取

締役であります。

２. 取締役（監査等委員）三嶋政美氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程

度の知見を有するものであります。

３. 当社は、取締役（常勤監査等委員）竹井一茂氏、（監査等委員）平野惠稔氏及び三嶋政美氏を東京証

券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

４．当社は、３名の監査等委員のうち１名が常勤監査等委員に就任しております。常勤監査等委員を選定

している理由は、日常的な情報収集や取締役会以外の重要な会議への出席、会計監査人及び内部監査

部門と十分な連携を図ることにより、監査等委員会による監査の実効性を高めるためであります。
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② 責任限定契約の内容の概要

当社と各社外取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠

償責任を限定する契約を締結しております。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限

度としております。

③ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要等

当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締

結しております。当該保険契約の被保険者の範囲は当社及び当社の子会社の取締役、監査役で

あり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により被保険者がその職務の執

行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのあ

る損害を塡補することとしております。ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれな

いようにするため、被保険者による犯罪行為等に起因する損害等については、塡補の対象とし

ないこととしております。

④ 取締役の報酬等

イ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は、2021年2月18日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決

定方針を決議しております。

また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の

決定方法及び決定された報酬等の内容が当該決定方針と整合しており、当該決定方針に沿う

ものであると判断しております。

取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容は次のとおりです。

a．基本方針

当社の報酬限度額は、2021年6月23日開催の第25回定時株主総会において、取締役（監査

等委員である取締役を除く。）を年額300百万円以内（うち社外取締役分年額30百万円以内、

かつ、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない。）、監査等委員である取締役を30百万

円以内と決議いただいており、同決議日時点の取締役（監査等委員である取締役を除く。）

の員数は６名（うち社外取締役１名）、監査等委員である取締役の員数は３名であります。

また、上記報酬限度額とは別枠で、譲渡制限付株式の付与のための報酬限度額は、年額50

百万円以内とする旨を2021年6月23日開催の第25回定時株主総会において決議いただいてお

り、同決議日時点の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）の員数は５

名であります。
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当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）の報酬は、企業価値の

持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよう株主利益と連動した報酬体系

とし、個々の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）の報酬の決定に際

しては各職責を踏まえた適正な水準とすることを基本方針としております。

具体的には、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）の報酬は、固定

報酬としての基本報酬、業績連動報酬及び非金銭報酬等により構成され、監査等委員である

取締役及び社外取締役については、その職務に鑑み、基本報酬のみを支払うこととしており

ます。

b．基本報酬（金銭報酬）の個人別の報酬等の額の決定に関する方針（報酬等を与える時期ま

たは条件決定に関する方針を含む。）

当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）の基本報酬は、月例の

固定報酬とし、役位、職責に応じて当社の業績、従業員給与の水準をも考慮しながら、総合

的に勘案して決定することとしております。

c．業績連動報酬並びに非金銭報酬等の内容及び額または数の算定方法の決定に関する方針

（報酬等を与える時期または条件決定に関する方針を含む。）

　　（１）業績連動報酬は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため、業績指標を反映

した現金報酬とし、各事業年度の開示計画における連結経常利益に到達していることを前

提に、各職責・業績への貢献度等を踏まえたうえで、毎年、一定の額を一定の時期に支給

することとしております。

また、業績指標として連結経常利益を選定した理由は、各事業年度利益計画に掲げてい

る指標と整合しているためであります。なお、当事業年度における業績指標の目標は

1,707百万円であり、実績は1,019百万円となりました。

　　（２）非金銭報酬等は、当社の企業価値の持続的な向上を図るため、業績指標を反映した譲渡

制限付株式とし、各事業年度の開示計画における連結経常利益に到達していることを前提

に、各職責・業績への貢献度等を踏まえたうえで、その額に応じた株式数を一定の時期に

支給することとしております。

d．金銭報酬の額、業績連動報酬の額または非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等に対

する割合の決定に関する方針

取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）の種類別の報酬割合について

は、役位・職責等に応じて業績連動報酬のウェイトを決定することとしております。

e．取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項

個人別の報酬額については、取締役会決議に基づき代表取締役社長の佐久間寛がその具体

的内容について委任を受けるものとし、経営内容、担当職務、各期の業績、貢献度等を総合

的に勘案して、個人別の基本報酬の具体的な額を、並びに単年度の業績等に応じて業績連動

報酬の支給の有無及び具体的な額を決定する権限を有するものとします。
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区　　分
報酬等の総額

（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる

役員の員数

（名）
固定報酬

業績連動

報酬等

非金銭

報酬等

取締役（監査等委員を除く）

（うち社外取締役）

76,894

(900)

70,227

(900)

－

(－)

6,667

(－)

６

（１）

取締役（監査等委員）

（うち社外取締役）

13,800

(13,800)

13,800

(13,800)

－

(－)

－

(－)

３

（３）

合　　　計

（うち社外役員）

90,694

(14,700)

84,027

(14,700)

－

(－)

6,667

(－)

９

（４）

なお、代表取締役社長に委任した理由は、当社を取巻く環境、経営状況等を当社において

最も熟知し、総合的に取締役の報酬額を決定できると判断したためであります。なお、非金

銭報酬等である株式報酬は、取締役会で取締役の個人別の割当株式数を決議することとして

おります。

ロ．当事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 上記には、2022年６月28日開催の第26回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役（監査等委員

を除く）１名（うち社外取締役１名）を含めております。

２. 取締役（監査等委員を除く）の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりま

せん。

３. 上記のほか、使用人兼務取締役（４名）の使用人分給与（賞与を含む。）を39,231千円支払っており

ます。

４. 業績連動報酬等に係る業績指標は、当社グループにおける連結経常利益としております。

５. 非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割当ての際の条件等は「イ．役員報酬等の内容の決定に関

する方針等」のとおりであります。また、当事業年度における交付状況は「２．(1)⑤当事業年度中

に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況」に記載しております。
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ハ．取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

当社の報酬限度額は、2021年6月23日開催の第25回定時株主総会において、取締役（監査

等委員である取締役を除く。）を年額300百万円以内（うち社外取締役分年額30百万円以内、

かつ、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない。）、監査等委員である取締役を30百万

円以内と決議しております。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除

く。）の員数は６名（うち社外取締役１名）、監査等委員である取締役の員数は３名であり

ます。

また、上記報酬限度額とは別枠で、譲渡制限付株式の付与のための報酬限度額は、年額50

百万円以内とする旨を2021年6月23日開催の第25回定時株主総会において決議いただいてお

り、当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）の

員数は５名であります。

⑤ 社外役員に関する事項

イ. 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・社外取締役（常勤監査等委員）竹井一茂氏は、他の法人等の重要な兼職は行っておりませ

ん。

・社外取締役（監査等委員）平野惠稔氏は、当社が顧問契約している弁護士法人大江橋法律

事務所の社員でありますが、当社の顧問業務には一切関与しておりません。また、株式会

社パルグループホールディングス社外監査役でありますが当社と兼職先との間には特別の

関係はありません。

・社外取締役（監査等委員）三嶋政美氏は、税理士法人ＣＲＯＳＳＲＯＡＤ代表社員、株式

会社ダイレクトマーケティングミックス社外取締役でありますが、当社と兼職先との間に

は特別の関係はありません。
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出 席 状 況 、 発 言 状 況 及 び
社 外 取 締 役 に 期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て 行 っ た 職 務 の 概 要

社外取締役（監査等委員）
　竹井　一茂

当事業年度に開催された取締役会17回のうち全てに、また、監査等委員会13

回の全てに出席し、主に他社での企業経営者としての経験及び企業経営にか

かる幅広い知識と高い見識から、積極的に意見を述べております。また、法

務・リスクマネジメントにおける豊富な経験及び見識に基づく専門的な立場

から監督・助言等を行うなど、当社経営に対する実効性の高い監督等、社外

取締役に期待される十分な役割・責務を果たしております。

社外取締役（監査等委員）
　平野　惠稔

当事業年度に開催された取締役会17回のうち全てに、また、監査等委員会13

回の全てに出席し、法律の専門家としての知見や他社社外役員としての経験

に基づく、当社経営に対する実効性の高い監督等、社外取締役に期待される

十分な役割・責務を果たしております。

社外取締役（監査等委員）
　三嶋　政美

当事業年度に開催された取締役会17回のうち全てに、また、監査等委員会13

回の全てに出席し、会計の専門家としての知見や他社社外役員としての経験

に基づく、当社経営に対する実効性の高い監督等、社外取締役に期待される

十分な役割・責務を果たしております。

ロ. 当事業年度における主な活動状況
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報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 17,900千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額

17,900千円

(4) 会計監査人の状況

① 名称　太陽有限責任監査法人

② 報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の

監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監

査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、職務遂行状況、報酬見積りの相当性などを確認し、

検討した結果、会計監査人の報酬額につき会社法第399条第１項に定める同意を行っております。

③ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　会計監査人が会社法第340条第１項各号に該当すると判断した場合は、監査等委員全員の同

意に基づき監査等委員会が会計監査人を解任する方針です。また、そのほか会計監査人が職務

を適切に遂行することが困難であると認められる場合、または監査の適正性をより高めるため

に変更が妥当であると判断される場合には、監査等委員会は会計監査人を再任しないことに関

する議案の内容を決定します。
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(5) 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

① 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務

の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

イ．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

a．取締役及び使用人は、「BJグループ行動規範」を率先垂範するとともに当社グループに

おける企業倫理の確立、法令、定款及び社内規程の遵守に努める。

b．当社は、コンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンスに関わる重要決定事項の

通達、実務上の課題の洗い出しならびに問題点の検討を行うとともに、日常的な啓蒙活動

や研修等を通じて、全社的な「BJグループ行動規範」の徹底を推進する。

c．法令・定款等に違反する、あるいは疑義のある行為等を発見したときは、直接通報・相

談を受ける体制として内部通報窓口を設置し、内部通報制度の実効を図る。通報・相談を

受けた内部通報窓口担当者は直ちに内容を調査するとともにコンプライアンス委員会に報

告するものとする。コンプライアンス委員会は再発防止策を検討し、全社的に再発防止策

を実施させる。

d．当社は、反社会的勢力との関係を遮断するとともに、顧問弁護士や所轄警察署等の社外

専門組織と緊密に連携し、全社を挙げて毅然とした態度で対応する。

ロ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

a．情報の不正使用及び漏洩の防止を徹底すべく、「情報管理規程」に基づき、効果的な情

報セキュリティ対策を推進する。

b．取締役は、重要な文書等の情報を法令ならびに「文書管理規程」及びそれに関連する各

規程及びマニュアルに従い、職務執行に係る情報を文書または電磁的媒体に適切に記録又

は保存管理し、取締役・監査等委員が必要に応じて閲覧可能な状態を維持するものとす

る。

ハ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

a．リスク管理は、「リスク管理規程」に基づき、効果的かつ総合的に実施する。

b．当社はリスクマネジメント委員会を設置し、リスク管理に関する重要な事項を審議する

とともに、当社グループのリスク管理の実施について監督する。

c．事業部門は、その担当事業に関するリスクの把握に努め、優先的に対応すべきリスクを

選定したうえで、具体的な対応方針および対策を決定し、適切にリスク管理を実施する。

d．経営上の重大なリスクへの対応方針その他リスク管理の観点から特に重要なものについ

ては取締役会において報告する。
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ニ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

a．取締役会を取締役の業務執行状況を監督する機関と位置づけ、原則として毎月１回以上

開催するほか、必要に応じて臨時に開催する。

b．取締役会は、当社グループの中期経営計画ならびに年間予算を決定し、その執行状況を

監督する。

c．迅速かつ的確な経営判断を補完する機関として、経営会議を毎月１回以上開催するほ

か、必要に応じて臨時に開催し、経営課題の検討および報告を行う。

ホ．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

a．子会社における業務の適正を確保するため、当社グループ全てに適用する行動指針とし

て、「BJグループ行動規範」を定め、グループ企業各社が当該指針に則った企業運営、コ

ンプライアンスを徹底した企業活動を行うよう指導するとともに、各社における諸規程の

整備を支援する。

b．当社は、子会社の効率的な業務運営の確保と適切な監督により、その健全な成長を支援

することを目的として、当社グループ共通の「関係会社管理規程」に基づき、当社への決

裁・報告制度による子会社経営の管理を行うものとし、必要に応じてモニタリングを行う

ものとする。

c．監査等委員は、網羅的観点からモニタリング及び監査を実施し、改善を促すとともに、

その結果を当社グループ各社に報告する。

ヘ．財務報告の信頼性を確保するための体制

a．当社は、信頼性のある財務報告を作成し、その適正性を確保するため、「財務報告に係

る内部統制の評価及び監査の基準、同実施基準」に則り、内部統制システムを整備・運用

する。

b．当社グループは、内部統制システムが適正に機能していることを常に評価し、不備があ

れば、必要な是正を行い、改善を図る。

ト．監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項ならびにその使用人の取締役（監査

等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項

取締役は、監査等委員が必要とした場合、監査等委員の職務を補助する使用人として適切

な人材を配置し、当該使用人の取締役からの独立性確保に努めることとする。
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チ．取締役及び使用人が監査等委員に報告をするための体制、その他の監査等委員への報告に

関する体制

a．監査等委員は、取締役会及び経営会議に出席し、代表取締役および業務執行担当取締役

より業務執行状況の報告を受ける。

b．監査等委員の職務の効果的な遂行のため、取締役または使用人は、監査等委員会に対し

て法定の事項に加え、当社グループに事業運営上、重大な影響を及ぼす事項ならびに業務

執行の状況について報告する。

c．取締役及び使用人は、監査等委員が事業の報告を求めた場合又は業務及び財産の調査を

行う場合、迅速かつ的確に対応することとする。

d．取締役は、「内部通報規程」を定め、その適切な運用を維持することにより、法令違反

その他のコンプライアンス上の問題について監査等委員への適切な報告体制を確保する。

当該規程には、通報をした従業員等が通報を理由に不利益な取扱いを受けることがない旨

を、その内容に含めるものとする。

リ．その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制

a．監査等委員は、代表取締役、会計監査人及び内部監査室とそれぞれ定期的または随時に

意見交換を実施する。

b．監査等委員は、監査の実施にあたり、必要に応じて独自に外部の専門家の助言を受ける

ことができる。

c．監査等委員の職務の執行について生ずる費用に関しては、各監査等委員の請求に基づき

当社の負担により精算するものとする。

② 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

当社は、上記に掲げた内部統制システムの整備をしておりますが、その基本方針に基づき、

以下の具体的な取り組みを行っております。

イ．当社は、当社グループにおける業務の適正を確保するために「BJグループ行動規範」を定

めるとともに全役職員に周知徹底を図っております。

ロ．当社は、コンプライアンス意識の向上として、使用人に対して年１回以上コンプライアン

ス研修を実施、コンプライアンス委員会を四半期に一度開催し、当社に関連する法令遵守に

ついての認識強化、関連法令の改正があった場合についてはその改正点の確認を実施し、さ

らなる法令遵守の認識を深めております。業務上の課題の洗い出しや問題点の検討、審議し

た結果について部門責任者へ通達し、改善に向けた取り組み内容について、部門責任者から

報告を受け、取り組み内容の進捗確認を実施しております。
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また、当社は不正行為等の防止、早期発見及び是正のための内部通報制度を設けておりま

す。

ハ．当社は、当社グループの企業活動に関連する様々なリスクに対処するため、リスクマネジ

メント委員会を年２回、上期と下期にそれぞれ開催し、事業環境の変化、関係法令の改正等

を踏まえた当社全体に関わるリスクを把握・評価し当社グループ全体のリスク管理を行って

おります。

ニ．取締役は、取締役会において適時適切な報告を受けることで、迅速かつ適正な意思決定を

行っております。意思決定及び報告については、「取締役会規則」に基づいて実施し、取締

役の職務の執行に係る情報については、「文書管理規程」に基づいて、作成、保存、管理及

び廃棄を行っております。

ホ．監査等委員は、取締役会への出席及び常勤監査等委員による経営会議その他の重要会議へ

の出席を通じて、内部統制の構築及び運用状況を確認しております。また、会計監査人、内

部監査室、取締役と定期的に情報・意見の交換を行い監査の実効性を高めております。

へ．内部監査室は、内部監査計画に基づき当社グループの内部統制の整備・評価を実施し、そ

の結果を代表取締役社長へ報告、必要に応じ、監査等委員と連携を図り改善策の指導・支援

を実施しております。

ト．反社会的勢力の要求に対しては断固たる姿勢を持って取り組む体制を整備し、契約書等へ

の反社会的勢力排除条項の記載を継続しております。

チ．当社は当事業年度において、代表取締役社長含む全役職員を対象として、インサイダー取

引防止のための社内研修を実施し、コンプライアンスに対する意識の向上にも努めておりま

す。

(6)剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の一つとして認識しつつ、将来の事業展開

と経営体質の強化のための内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続して実施していくことを

基本方針としております。

今後も引き続き成長を継続させ、企業価値を高めてまいる所存でありますが、事業展開及び経

営基盤強化を踏まえた上で、当事業年度の配当につきましては、１株あたり９円といたしまし

た。
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科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 　 産 　 の 　 部 ） （負　債　の　部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

割 賦 売 掛 金

商 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 附 属 設 備

工 具 器 具 備 品

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

の れ ん

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

差 入 保 証 金

長 期 未 収 入 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

9,309,862

2,622,424

1,158,366

5,159,897

543,780

105,125

△279,730

872,621

241,176

78,750

161,272

1,153

203,558

109,673

93,885

427,886

8,000

44,826

186,549

159,598

139,120

95,439

△205,647
　

流 動 負 債 2,563,382

支払手形及び買掛金 255,231

短 期 借 入 金 800,000

１年内返済予定の長期借入金 349,992

リ ー ス 債 務 482

未 払 金 784,118

未 払 法 人 税 等 73,125

賞 与 引 当 金 87,846

株 主 優 待 引 当 金 1,127

そ の 他 211,458

固 定 負 債 949,034

長 期 借 入 金 895,012

リ ー ス 債 務 803

資 産 除 去 債 務 23,943

そ の 他 29,275

負 債 合 計 3,512,417

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 6,670,066

資 本 金 652,078

資 本 剰 余 金 275,458

利 益 剰 余 金 5,743,034

自 己 株 式 △506

純 資 産 合 計 6,670,066

資 産 合 計 10,182,483 負 債 純 資 産 合 計 10,182,483

連 結 貸 借 対 照 表

（2023年３月31日現在）
（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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( 2022年４月１日から
2023年３月31日まで )

科 目 金 額

売 上 高 12,557,139

売 上 原 価 5,720,377

売 上 総 利 益 6,836,762

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,812,984

営 業 利 益 1,023,777

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 51

雇 用 調 整 助 成 金 927

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 577

受 取 手 数 料 12,110

そ の 他 2,219 15,885

営 業 外 費 用

支 払 利 息 7,628

事 務 所 移 転 費 用 12,360

そ の 他 0 19,989

経 常 利 益 1,019,673

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 610

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ 特 別 ） 126,172 126,782

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 892,890

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 318,688

法 人 税 等 調 整 額 13,575 332,263

当 期 純 利 益 560,627

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

560,627

連 結 損 益 計 算 書

（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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( 2022年４月１日から
2023年３月31日まで )

株 主 資 本
純資産合計

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 648,408 271,788 5,235,936 △506 6,155,628 6,155,628

当連結会計年度変動額

剰 余 金 の 配 当 △53,529 △53,529 △53,529

親会社株主に帰属する当期純利益 560,627 560,627 560,627

新 株 の 発 行 2,499 2,499 4,999 4,999

新株の発行（新株
予 約 権 の 行 使 ）

1,170 1,170 2,340 2,340

株主資本以外の項目の当連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 )

－ －

当連結会計年度変動額合計 3,669 3,669 507,098 － 514,438 514,438

当連結会計年度末残高 652,078 275,458 5,743,034 △506 6,670,066 6,670,066

連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 　 産 　 の 　 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

割 賦 売 掛 金

商 品

前 払 費 用

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 附 属 設 備

工 具 器 具 備 品

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 貸 付 金

長 期 前 払 費 用

差 入 保 証 金

保 険 積 立 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 の 投 資

貸 倒 引 当 金
　

8,475,199

2,082,697

917,373

5,159,897

543,615

31,562

14,127

△274,075

1,174,121

115,657

68,799

45,705

1,153

45,178

45,178

1,013,285

5,000

602,200

44,826

44,785

176,960

49,420

134,908

159,608

△204,424
　

（負　債　の　部）

流 動 負 債 2,306,611

買 掛 金 112,963

短 期 借 入 金 800,000

１年内返済予定の長期借入金 349,992

未 払 金 754,521

未 払 費 用 24,531

預 り 金 34,764

賞 与 引 当 金 78,807

リ ー ス 債 務 482

未 払 法 人 税 等 43,592

株 主 優 待 引 当 金 1,127

そ の 他 105,829

固 定 負 債 895,815

リ ー ス 債 務 803

長 期 借 入 金 895,012

負 債 合 計 3,202,427

（ 純  資  産  の  部 ）

株 主 資 本 6,446,894

資 本 金 652,078

資 本 剰 余 金 275,458

資 本 準 備 金 275,458

利 益 剰 余 金 5,519,862

そ の 他 利 益 剰 余 金 5,519,862

繰 越 利 益 剰 余 金 5,519,862

自 己 株 式 △506

純 資 産 合 計 6,446,894

資 産 合 計 9,649,321 負 債 純 資 産 合 計 9,649,321

貸　借　対　照　表

（2023年３月31日現在）
（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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( 2022年４月１日から
2023年３月31日まで )

科 目 金 額

売 上 高 10,416,186

売 上 原 価 4,516,541

売 上 総 利 益 5,899,645

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,147,416

営 業 利 益 752,229

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 125,047

業 務 代 行 収 入 9,150

雇 用 調 整 助 成 金 927

受 取 手 数 料 9,526

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 558 145,210

営 業 外 費 用

支 払 利 息 7,628

事 務 所 移 転 費 用 12,360

そ の 他 0 19,989

経 常 利 益 877,449

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 610

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ 特 別 ） 126,172 126,782

税 引 前 当 期 純 利 益 750,667

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 219,743

法 人 税 等 調 整 額 1,635 221,379

当 期 純 利 益 529,287

損　益　計　算　書

（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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( 2022年４月１日から
2023年３月31日まで )

株 主 資 本

純資産合計
資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計

資本準備金
資本剰余金
合 計

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 648,408 271,788 271,788 5,044,104 5,044,104 △506 5,963,795 5,963,795

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △53,529 △53,529 △53,529 △53,529

当 期 純 利 益 529,287 529,287 529,287 529,287

新 株 の 発 行 2,499 2,499 2,499 4,999 4,999

新株の発行(新株
予約権の行使）

1,170 1,170 1,170 2,340 2,340

株主資本以外の
項目の当期変動額
( 純 額 )

－ －

当 期 変 動 額 合 計 3,669 3,669 3,669 475,758 475,758 － 483,098 483,098

当 期 末 残 高 652,078 275,458 275,458 5,519,862 5,519,862 △506 6,446,894 6,446,894

株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

2023年５月17日

株式会社ベネフィットジャパン

取締役会　御中

太陽有限責任監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 高　木　　　勇 印

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 池　田　哲　雄 印

　

監査意見

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ベネフィットジャパンの2022年４月１日

から2023年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、

連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、株式会社ベネフィットジャパン及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間

の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。

当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分

かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に係る会計監査報告
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その他の記載内容

　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成

し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用

における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法

人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、

その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかど

うか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかど

うか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ

の事実を報告することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること

にある。

連結計算書類の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による

重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計

算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個

別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重

要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職

業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明

の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
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・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内

部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積

りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した

監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確

実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、

監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結

計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求め

られている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に

準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並び

に連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切

な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任があ

る。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につ

いて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した

こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減す

るためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき

利害関係はない。

以　上
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独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

2023年５月17日

株式会社ベネフィットジャパン

取締役会　御中

太陽有限責任監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 高　木　　　勇 印

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 池　田　哲　雄 印

　

監査意見

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ベネフィットジャパンの2022年４

月１日から2023年３月31日までの第27期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主

資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を

行った。

　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい

るものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当

監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし

てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証

拠を入手したと判断している。

計算書類に係る会計監査報告
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その他の記載内容

　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成

し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用

における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ

の他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか

検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか

注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ

の事実を報告することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企

業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること

にある。

計算書類等の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類

等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に

又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が

あると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職

業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明

の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
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・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人

は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部

統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積

りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監

査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実

性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監

査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類

等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計

算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につ

いて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した

こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減す

るためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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監　査　報　告　書

当監査等委員会は、２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日までの第２７期事業年度における取

締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につきまして以下のとおり報告いたしま

す。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第３９９条の１３第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議

の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等
からその構築及び運用状況の報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の
方法で監査を実施しました。

（１）監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携のうえ、取締
役会その他重要な会議に出席するほか代表取締役及び各取締役との意見交換会並びに各部門長との
面談を通してその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、また重要な決裁
書類等を閲覧しさらに本社・事業所において業務及び財産の状況について調査いたしました。ま
た、子会社については定期的に業務の報告を受け、監査計画に基づき往査しました。

（２）会計監査人からは、事前に監査計画の説明を受け、協議を行うとともに、監査結果の報告をもとに
意見交換を行いました。さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ適正な監査を実施してい
るかを監視及び検証するとともに、会計監査人から職務の遂行が適正に行われることを確保するた
めの体制を整備している旨の通知を受け必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変

動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、

連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

監査等委員会の監査報告
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２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま

せん。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められ
ません。（財務報告に係る内部統制含む。）

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

２０２３年 ５月１８日

株式会社ベネフィットジャパン　監査等委員会

監査等委員　　　　       竹　井　一　茂
　（常勤監査等委員）

監査等委員　　　　       平　野　惠　稔
監査等委員　　　　       三　嶋　政　美

なお、監査等委員全員は、会社法第２条第１５号及び第３３１
条第６項に規定する社外取締役であります。
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候補者

番　号

ふ り が な

氏　　　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 ､ 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当

（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所 有 す る

当 社 の

株 式 数

１

さ

佐 
く

久 
ま

間 　　
ひろし

寛
（1966年２月20日）

1988年11月 株式会社エスピージャパン設立

代表取締役社長就任

1996年６月 当社設立　代表取締役社長就任

（現任）

2008年５月 株式会社ライフスタイルウォータ

ー

代表取締役社長就任（現任）

2019年９月 株式会社モバイル・プランニング

取締役就任（現任）

1,409,187株

２

きた

北

 

 

 

 
なる

鳴　　
やす

保

 

 

 

 
ひろ

宏

（1967年７月13日）

1990年４月 関西フェルトファブリック株式会

社

入社

1994年５月 三井物産情報通信株式会社（現：

株式会社ティーガイア）入社

2001年４月 アメリカン・エキスプレス・イン

ターナショナル・インコーポレイ

テッド入社

2002年11月 クラビット株式会社（現：ブロー

ド

メディア株式会社）入社

2005年10月 ソフトバンクBB株式会社（現：ソ

フトバンク株式会社）転籍　部長

2019年４月 同社　執行役員副本部長

2020年７月 当社入社　事業戦略室長

2021年４月 ＣＲＭ本部長（現任）

2021年６月　取締役就任

2022年１月　取締役副社長就任（現任）

816株

株主総会参考書類

第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

　本総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員は任期が満了いたし

ますので、取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名の選任をお願いするものであります。

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。
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候補者
番　号

ふ り が な

氏　　　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 ､ 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当

（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所有する

当 社 の

株 式 数

３

よし

吉  
もと

本　　
まさ

正  
と

人
（1975年８月11日）

1997年８月 当社入社

2000年４月 西日本地域部長

2001年６月 取締役就任

2003年４月 営業本部長兼東日本事業部長（現

任）

2010年６月 常務取締役就任（現任）

2019年９月 株式会社モバイル・プランニング

取締役就任（現任）

64,762株

４

まつ

松  
した

下　　
まさ

正  
のり

則

（1976年11月30日）

2000年１月 当社入社

2006年４月 管理本部次長

2010年６月 取締役就任（現任）　管理本部長

2014年10月 株式会社ライフスタイルウォータ

ー

取締役就任（現任）

2015年10月 管理本部長兼総務部長（現任）

2019年９月 株式会社モバイル・プランニング

取締役就任（現任）

9,445株

５

は

長 
せ

谷 
がわ

川　
なお

直  
ふみ

文

（1977年10月13日）

1999年８月 当社入社

2004年４月 新商品開発課長

2009年４月 営業本部次長

2011年６月 取締役就任（現任）

2015年３月 営業本部西日本事業部長（現任）

2020年４月 株式会社ライフスタイルウォータ

ー

取締役就任（現任）

4,011株
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【選任理由】
●佐久間 寛（候補者番号 1）
同氏は、当社グループにおける経営全般に係る豊富な経験及び業界知識を有しており、また、当社グ
ループの事業全般に通じ、幅広い知見を有しております。今後も豊富な知見を活かし、当社グループ
の経営管理を適切に遂行し、当社グループの更なる持続的成長と企業価値向上に貢献するものと期待
されるため、引き続き候補者としました。

●北鳴 保宏（候補者番号 2）
同氏は、他社において営業部門の豊富なポジションや、当社就任後はビジネスモデルを支える業務プ
ロセスの責任者（事業戦略部長）及び CRM 本部長を歴任し、豊富な経験と高い見識及び業界知識を有
しています。現在は、取締役副社長として当社の事業全般を統括しています。これらの豊富な経験や
知見を活かし、事業成長戦略を通じて、当社グループの更なる持続的成長と企業価値向上に貢献する
ものと期待されるため、引き続き候補者としました。

●吉本 正人（候補者番号 3）
同氏は、当社において営業部門の重要なポジションを歴任し、営業・マーケティングや人材開発・育
成の豊富な経験と高い見識及び業界知識を有しています。現在は、営業本部長として当社の営業全般
を統括しています。これらの豊富な経験や知見を活かし、事業成長戦略を通じて、当社グループの更
なる持続的成長と企業価値向上に貢献するものと期待されるため、引き続き候補者としました。

●松下 正則（候補者番号 4）
同氏は、当社において、管理部門の重要なポジションを歴任し、財務・会計及び法務・リスクマネジ
メントの豊富な経験と高い見識を有しています。現在は、管理本部長として当社の管理部門全般を統
括しています。これらの豊富な経験や知見を活かし、事業成長戦略を通じて、当社グループの更なる
持続的成長と企業価値向上に貢献するものと期待されるため、引き続き候補者としました。

●長谷川 直文（候補者番号 5）
同氏は、当社において、営業部門の重要なポジションを歴任し、営業・マーケティングや人材開発・
育成の豊富な経験と高い見識及び業界知識を有しています。現在は、営業部門における直販及び店舗
開発部門を統括しています。これらの豊富な経験や知見を活かし、事業成長戦略を通じて、当社グル
ープの更なる持続的成長と企業価値向上に貢献するものと期待されるため、引き続き候補者としまし
た。

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

　　　２．当社は、取締役を被保険者として、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契

約を保険会社との間で締結し、被保険者が負担することとなる、その職務の執行に関し責任を負

うことまたは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険

契約により塡補することとしております。全ての取締役候補者が選任された場合には、各氏は当

該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、次回更新時には同内容での更新を予

定しております。なお、当該契約の保険料は全額当社が負担しております。

　　　３．当社は、取締役候補者の指名について、取締役会からの諮問に応じて指名・報酬諮問委員会が審

議し、その結果を取締役会に答申する手続きを経て、取締役会において取締役候補者として定時

株主総会の議案としております 。
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候補者
番　号

ふ り が な

氏　　　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 ､ 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当

　　（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する

当 社 の

株 式 数

１

ひら

平　
 の

野

 

　

 

　
 しげ

惠　
とし 

稔

（1963年５月９日）

1989年４月　弁護士登録・大江橋法律事務所入所

1995年７月　同　パートナー就任（現任）

2014年６月　当社監査役就任

2020年５月　株式会社パルグループホールディングス社外監査役

就任（現任）

2021年６月　当社社外取締役（監査等委員）就任（現任）

－株

２

み

三

 

　
しま

嶋

 

　

 

　
まさ

政

 

　
み

美

（1966年12月29日）

1994年11月　株式会社関総研入社

1999年１月　大和監査法人（現監査法人彌栄会計社）入所

2001年８月　監査法人彌栄会計社　パートナー就任

2001年10月　公認会計士・税理士三嶋事務所　代表就任

2014年６月　当社監査役就任

2016年７月　税理士法人ＣＲＯＳＳＲＯＡＤ　代表社員就任（現

任）

2019年３月　株式会社ダイレクトマーケティングミックス社外取

締役就任（現任）

2021年６月　当社社外取締役（監査等委員）就任（現任）

－株

【選任理由及び期待される役割の概要】

●平野 惠稔（候補者番号 1）

同氏は、弁護士として培われた専門性の高い知識・経験等を有しており、引き続きこれらを当社の監査に反映し

ていただけるとともに、当社経営に対し有益なご意見やご指摘をいただくことを期待したためであります。な

お、同氏は、過去に社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与された経験はありませんが、上記の理由

により、監査等委員である社外取締役としての職務を適切に遂行することができるものと判断しております。

●三嶋 政美（候補者番号 2）

同氏は、公認会計士として培われた専門性の高い知識・経験等を有しており今後も外部の観点から取締役会の監

督機能の強化に寄与することを期待したためであります。引き続きこれらを当社の監査に反映していただけると

ともに、当社経営に対し有益なご意見やご指摘をいただけるものと判断したためであります。

第２号議案 監査等委員である取締役２名選任の件

　監査等委員である平野惠稔氏及び三嶋政美氏は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つ

きまして監査等委員である取締役２名の選任をお願いするものであります。

　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。
　なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
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（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．平野惠稔氏及び三嶋政美氏は、社外取締役候補者であります。
３．当社は、平野惠稔氏及び三嶋政美氏との間で会社法第427条第１項に基づき、同法第423条第１項の損

害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法
第425条第１項に定める最低責任限度額であります。両氏の選任が承認された場合は、当該契約を継
続する予定であります。

４．当社は、平野惠稔氏及び三嶋政美氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ておりま
す。両氏の選任が承認された場合には、引き続き独立役員とする予定であります。

５．当社は、監査等委員である取締役を被保険者として、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠
償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が負担することとなる、その職務の執行に関し
責任を負うことまたは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該
保険契約により塡補することとしております。監査等委員である取締役候補者が選任された場合に
は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、次回更新時には同内容での更新を
予定しております。なお、当該契約の保険料は全額当社が負担しております。

６．当社は、監査等委員である取締役候補者の指名について、取締役会からの諮問に応じて指名・報酬諮
問委員会が審議し、その結果を取締役会に答申する手続きを経て、取締役会において取締役候補者と
して定時株主総会の議案としております 。

７．平野惠稔氏及び三嶋政美氏は現在、当社の監査等委員である社外取締役でありますが、その在任期間
は本総会終結の時をもって２年となります。

８．平野惠稔氏及び三嶋政美氏は、過去に当社の業務執行者でない役員（監査役）であったことがありま
す。
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氏名

専門性、経験

企業

経営

財務・

会計

法務・リ

スクマネ

ジメント

業界

知識

営業・マー

ケティング

新サービス

企画・開発

人材育

成・開発

佐久間　寛 ● ● ● ●

北鳴　保宏 ● ● ●

吉本　正人 ● ● ● ●

松下　正則 ● ●

長谷川　直文 ● ● ● ●

竹井　一茂 ● ●

平野　惠稔 ● ●

三嶋　政美 ● ● ● ●

（ご参考）スキルマトリックス【本定時株主総会後の予定】

　当社は、「全ての人々にテクノロジーの恩恵を」という長期ビジョンのもと、テクノロジーを社会

に広げる架け橋（チャネル）を築き、未来の社会を豊かにしたいと考えております。

　今後の当社における持続的な成長と中長期的な企業価値向上を実現し、ステークホルダーからの負

託に応えるべく、ガバナンス体制の充実やサステナビリティを巡る課題の解決に向け、企業経営に取

組んでおります。

　各取締役は、これらの取組みを実現する上で必要な資質を有した布陣であると考えております。

　本定時株主総会において、第１号議案及び第２号議案が原案通り承認可決された場合の取締役会の

構成及び専門性は以下の通りです。

以上
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株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

会場：大阪市中央区北浜１丁目８番16号
大阪証券取引所ビル３Ｆ
北浜フォーラム　Ｂ・Ｃ室
ＴＥＬ（06）6202－2311

日本銀行

至 梅田

至 渡辺橋

至 天満橋

至 天満橋

至 南森町

堂島川

土佐堀川

至 なんば 至 日本橋

大江橋駅 大阪市役所

中央公会堂 なにわ橋駅

京阪本線
淀屋橋駅

りそな銀行

三井住友銀行

北浜駅

京阪中之島線

地
下
鉄
堺
筋
線

堺
筋

御
堂
筋

地
下
鉄
御
堂
筋
線

淀
屋
橋
駅

北
浜
駅

土佐堀通

27号出口

１Ｂ出口

N

28号出口

【株主総会会場】
　３階
　北浜フォーラム

大阪証券
　　取引所ビル

［交通のご案内］
・地下鉄堺筋線北浜駅下車 １Ｂ出口（地下道直結）
・京阪本線北浜駅下車 27号出口（地下道直結）
・地下鉄御堂筋線淀屋橋駅下車・京阪地下道を東へ徒歩約７分
　27号出口（地下道直結）
・京阪中之島線なにわ橋駅（４番出口）徒歩約４分


